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応募締切

海外研修期間

【主催】独立行政法人　国際協力機構（JICA）東北センター・二本松青年海外協力隊訓練所
【後援】外務省、文部科学省、青森県教育委員会、岩手県教育委員会、秋田県教育委員会、宮城県教育委員会、
　　　山形県教育委員会、福島県教育委員会、仙台市教育委員会(予定含)

参加者
募集

東北6県の教員の皆様へ

教師海外研修の流れ
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●各地域の窓口

事前研修では、JICAやODAについての知識に加え、訪問国の現
状、開発課題等への理解を深めるとともに、現地研修での視点につ
いて考えます。また、研修後の授業立案を実践するためのスキルアッ
プを図ります。

海外研修では、JICAのプロジェクトサイト、現地の学校、JICA海
外協力隊や国際協力NGOの活動現場を中心に訪問し、訪問国の現
状や課題を考えます。

JICA青森デスク TEL：080-3140-2129 jicadpd-desk-aomoriken@jica.go.jp

JICA岩手デスク TEL：019-654-8911 jicadpd-desk-iwateken@jica.go.jp

JICA秋田デスク TEL：080-2809-5541 jicadpd-desk-akitaken@jica.go.jp

JICA山形デスク TEL：080-2809-5542 jicadpd-desk-yamagataken@jica.go.jp

JICA福島デスク TEL：080-2809-5543 jica_fukushima_desk@jica.go.jp

●応募・お問合せ

〒980-0811　宮城県仙台市青葉区一番町4-6-1　仙台第一生命タワービルディング20階

TEL：022-223-4772　FAX：022-227-3090　E-mail：thictpp@jica.go.jp
JICA東北 市民参加協力課

帰国後研修では、海外研修を通じて考えたこと、学んだこと、感じ
たことなど振返り、整理します。自分が立てた計画をもとに、実践
にむけて改善点等を意見交換しながら、児童・生徒に何をどう伝
えるか考えます。

授業実践では、研修での学びを活かした授業を、それぞれの学校で
実践して頂きます。
また授業に限らず、課外活動および校内の先生方を対象とした研修
報告等の実施も期待されます。

一連の研修を通し、汎用性のある授業案を作成し、提出して頂きます。
なお、幅広い層の教員に授業案を活用頂くため、報告書を作成します。

事後研修では、「海外研修で何を学び、どう授業に活かしたのか」、
「その授業を受けた児童・生徒が何を感じ・何を学び、どんな変化
が見られたのか」、「実践を通じてさらに何を考えたのか」など、国内
外での研修の成果を報告・共有します。

事前研修

帰国後研修

授業実践

事後研修

報告書作成

海外研修



※1 国内における交通費及び宿泊費は、JICA規程によりお支払い致します。
※2 海外研修での宿泊施設については、安全面を考慮し、JICAで指定/予約することを予めご了承ください。

教師海外研修は、開発途上国を実際に訪問することにより、開発途上国の置かれている状況や課題、日本と開発途上国の関係、国
際協力の実情について理解を深めること、および、海外研修で得た経験を、次代を担う児童・生徒への国際理解教育・開発教育に役
立ててもらうことを目的としています。
また、本研修参加後は、JICA東北・二本松と連携し、教育現場・地域において国際理解教育・開発教育の推進のため協力頂くこと
を期待します。

次の要件全てを満たす方に応募資格があります。
❶青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島県内の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校、
高等専門学校に勤務する教員。(国立・公立・私立の別は問いません)

❷原則として、応募締切時点で、年齢が満50歳以下の方。
❸所属する学校の学校長の推薦が得られる方。
❹原則として、過去に本研修やJICA海外協力隊、JICA専門家、ODAモニター等、ODA事業として海外に派遣された経験のない方。

研修の目的 ～「持続可能な社会の創り手の育成」への貢献～

研修国：モザンビーク共和国
募集人数：8名程度

研修国および募集人数

書類・面接選考の上、選考結果を5月下旬までに応募者本人及び所属先長宛に送付します。

選考結果

その他注意事項

参加者の個人負担とJICA負担は、下記の通りです。

参加費用

応募資格

❶本研修の趣旨・目的を十分理解し、海外研修だけでなく、国内で実施される事前・事後研修および報告会等全日程（上記の日程表
参照）に参加すること。

❷帰国後、所定の期日内に海外研修報告書を提出すること、また本研修も定めた期間内に所属校において授業実践を行い当該授業の
学習指導（活動）・実践報告書を提出すること、且つこれらの提出物をJICAウェブサイトなどで一般公開されることに同意すること。

❸今後、JICAが実践する教員対象の研修会やエッセイコンテスト等の開発教育支援事業に協力可能であること。
❹本事業に関連して撮影された写真および事業の結果、作成された著作物についてJICAが広報目的で使用することについて同意でき
ること。

※学習指導（活動）案は、多くの学校関係者に参考としていただくことを目的とし、資料等も含め作成いただきます。

❶年休・研修（職専免）等、研修中の扱いは所属先の判断によりますので、ご自身でご確認ください。
❷本研修において、JICAの労災保険などの適用はありません。
❸JICAは出張依頼書などの発出を行いません。
❹応募用紙、報告書等の提出物の送料は自己負担になります。
❺研修の対象者として決定された場合においても、他の参加者に迷惑をかける方、決められた活動に参加できない方、また、研修中の
受講態度により、国内研修中、海外研修中を問わず、研修対象者としての資格を失うことがあります。特に、海外研修中に研修対象
者としての資格を失った場合、速やかに帰国するものとし、旅費・滞在費・キャンセル料など全額、該当者の負担となります。

報告書の提出について

❶帰国後2週間以内に、海外研修報告書（所定様式）を提出して頂きます。
❷JICAが指定する期日までに授業実践報告書を提出して頂きます。なお、報告書はJICA東北のホームページに掲載・一般公開
しますので、予めご了承ください。

参加条件

研修日程（予定）

事 

前

海 

外

事 

後

第一次研修

第一次・第二次・
帰国後・事後研修

・研修中の食費
・予防接種料（個人で希望される場合）
・その他右記以外の費用

・パスポート取得費用
・現地宿泊費※2

・食費
・追加保険の加入費用
・その他右記以外の費用

・往復渡航費
・査証代、空港使用税
・海外旅行障害保険加入費
 （JICA規定分）
・海外研修に必要な費用
 （車両傭上、通訳など）

・往復交通費
（自宅最寄駅・バス停～研修実施会場）※1

・宿泊費（対象者のみ）※1

国内研修

約10万円程度の自己負担

海外研修

2023年6月24日（土）

2024年1月下旬の土日(１日間を予定)

2023年9月下旬の土日(1日間を予定) 海外研修の情報共有、授業実践

2023年8月11日（金）～8月20日（日）
〈10日間〉

2023年7月30日（日）

JICA事業概要、研修概要、研修国事情等の説明（日程・安全管
理）、授業案の説明など

過年度参加者による実践紹介、渡航手続き、帰国後の授業実践
についてなど

JICA事業の見学およびJICA関係者との交流、現地の学校訪
問、国際協力現場の視察、教材等の収集

授業実践報告会、意見交換

※授業実践はJICAスタッフ及び過年度・当該年度教師海外研修者が
見学させて頂く場合がございます。

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況および治安情勢等により、日程を変更または研修を中止する場合がございます。あらかじめご了承ください。

JICA東北

JICA東北

JICA東北

モザンビーク

第二次研修

海外研修

帰国後研修

帰国後随時実施
（10～12月中をめどに行って頂きます）

研修で得た情報・教材を基にした授業実践参加者
所属校

授業実践

事後研修

場　所 日　程 内　容

個人負担経費 JICA負担経費


